
自
治
体
問

題
研
究
所
主

催
の
第

回
66

自
治
体
学
校

が
、

～
20

21

日
、
横
浜
市

で
開
か
れ
、

日
本
共
産
党

鶴
岡
市
議
団

の
４
人
が
参

加

し

ま

し

た
。「

憲
法
が

い
き
る
地
方

自
治
の
発
展

へ
向
け
た
学

び
と
交
流
」

を

テ

ー

マ

に
、
全
国
か
ら
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
中
山

徹
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教

授
（
自
治
体
問
題
研
究
所

理
事
長
）
が
、
「
地
方
自

治
と
地
域
、
こ
の
１
年
か

ら
考
え
る
」
と
題
し
て
講

演
、記

念
講
演
で
は
、
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安

田
菜
津
紀
さ
ん
が
、
「
紛

争
地
、
被
災
地
に
生
き
る

人
々
の
声
―
取
材
か
ら
見

え
て
き
た
こ
と
」と
題
し
、

話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
、
「
地
域
と
自
治
体

最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に
、

公
共
を
取
り
戻
す
運
動

や
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
の
実
態
、
横
須
賀
石

炭
火
力
発
電
所
の
建
設
反

対
運
動
（
写
真
）
な
ど
が
、

各
地
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

「
戦
争
で
き
る
国
づ
く

り
」
に
自
治
体
が
動
員

さ
れ
る

中
山
氏
は
、
「
国
が
す

す
め
る
『
戦
争
で
き
る
国

づ
く
り
』
に
、
自
治
体
が

動
員
さ
れ
る
体
制
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

自
治
体
が
そ
れ
に
反
対

し
て
い
く
『
自
治
の
精
神
』

を
ど
う
発
揮
し
て
い
く
の

か
。こ

の

年
間
、
自
治
体

20

は
本
来
民
営
化
す
べ
き
で

な
い
仕
事
を
ど
ん
ど
ん
民

営
化
し
た
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
が

コ
ス
ト
面
だ
け
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。

公
共
施
設
や
商
業
施
設

が
整
っ
て
い
る
地
域
は
、

子
育
て
し
や
す
く
、
年
を

取
っ
て
も
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
だ
。

市
民
の
生
活
と
平
和
を

守
る
た
め
に
、
い
ま
こ
そ

自
治
と
公
共
性
の
再
生
が

必
要
だ
。
」
と
訴
え
ま
し

た
。

紛
争
地
や
被
災
地
の
写

真

―
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い

安
田
菜
津
紀
さ
ん
は
、

紛
争
地
や
被
災
地
で
撮
影

し
た
写
真
を
紹
介
し
、
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
熱
い
思
い
を
語

り
、
停
戦
を
求
め
る
決
議

を
出
す
自
治
体
議
会
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

２
日
目
は
各
分
科
会
に

参
加

日
は
、

の
テ
ー
マ

21

10

と

つ
の
現
地
で
の
分
科

2
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
は
「
自
治

体
民
営
化
の
ゆ
く
え
―

『
公
共
』の
変
質
と
再
生
」
、

長
谷
川
剛
議
員
は
「
公
共

交
通
の
改
善
・
充
実
で
地

域
づ
く
り
を
」
、
坂
本
昌

栄
議
員
は
「
少
子
化
克
服

に
向
け
た
、
政
府
と
自
治

体
の
公
的
責
任
を
考
え

る
」
、
加
藤
鉱
一
議
員
は

「
学
校
統
廃
合
・
小
中
一

貫
教
育
と
学
校
を
守
る
住

民
の
運
動
」
の
各
分
科
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
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首
位
企
業
。
こ
の
分
野
の
大
企
業
と
し

て
は
唯
一
国
内
生
産
を
貫
い
た
こ
と

は
、
企
業
と
し
て
の
成
功
で
あ
る
と
共

に
、
地
域
経
済
に
も
大
き
く
貢
献
。

▽
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
東
レ
ア
ロ
ー
ズ

静
岡
。
本
県
出
身
の
朝
日
健
太
郎
選
手

（
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
登
録
選
手
）
が

春
ま
で
所
属
。

▽
株
式
会
社machimori

（
左
写
真
）。

熱
海
市
観
光
再
生
を
め
ざ
し
て
遊
休
不

動
産
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
飲
食
店
・
宿

泊
業
経
営
等
々
の
事
業
に
取
り
組
む
、

意
欲
有
る
若
者
た
ち
。

▽
３
泊
４
日
、
電
車
と
貸
し
切
り
バ
ス

で
１
３
４
０

。
疲
労
し

Kmま
し
た
が
大

変
有
益
で
し

た
。

（
県
議関

徹
）

▽
長
野
市
「
信
州
バ
レ
ー
構
想
」
。
Ｉ

Ｔ
人
材
・
Ｉ
Ｔ
企
業
を
集
積
さ
せ
、
Ｄ

Ｘ
推
進
や
高
度
化
を
図
る
。

▽
市
全
体
の
文
化
財
を
活
か
し
て
観
光

振
興
・
地
域
づ
く
り
を
図
る
松
本
市
立

博
物
館
。
山
形
県
立
博
物
館
移
転
・
整

備
の
参
考
に
。

▽
山
梨
県
外
国
人
活
躍
推
進
。
外
国
人

労
働
者
確
保
策
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
共

生
社
会
づ
く
り
と
位
置
づ
け
て
の
一
早

い
取
り
組
み
は
、
山
形
県
が
学
ぶ
と
こ

ろ
多
々
あ
り
。

▽
甲
府
宝
飾
協
会
。
伝
統
産
業
で
あ
る

甲
府
市
の
貴
石
加
工
の
職
人
を
育
て
る

事
業
。
全
国
の
生
産
高
の

・
９
％
を

36

占
め
る
地
域
だ
が
、
最
盛
期
の
３
分
の

１
以
下
、
職
人
の
工
賃
は
２
分
の
１
以

下
に
低
下
。
次
世
代
育
成
の
た
め
の
献

身
的
努
力
に
感
銘
。

▽
フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
（
忍
野
村
）。

工
作
機
械
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制

御
装
置
及
び
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
世
界
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鶴
岡
市
議
会
議
員
全
員

協
議
会
が

日
開
か
れ
、

23

市
当
局
か
ら
「
東
北
公
益

文
科
大
学
の
公
立
化
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
」
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



新
図
書
館
の
基
本
構
想

を
検
討
す
る
令
和
６
年
度

第
１
回
つ
る
お
か
新
図
書

館
基
本
構
想
企
画
懇
話
会

が

日
、
市
役
所
別
棟
で

22
開
か
れ
ま
し
た
。

「
今
、
図
書
館
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
」
と
題

し
て
、
元
秋
田
県
立
図
書

館
副
館
長
で
各
地
の
図
書

館
建
設
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
山
崎
博

樹
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

山
崎
氏
は
、
公
立
図
書

館
の
経
緯
や
関
連
法
を
は

じ
め
、
図
書
館
の
３
つ
の

ア
セ
ッ
ト(

資
産
・
財
産)

が
大
事
と
し
、
建
物(

シ

ス
テ
ム
、
周
辺
環
境
、
ア

ク
セ
ス
含
む)

、
資
料(

図

書
【
過
去
出
版
物
含
む
】
、

逐
次
刊
行
物
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
、
地
域
資
料)

、

人(

図
書
館
職
員
、
住
民
、

関
係
職
員)

の
３
つ
の
ア

セ
ッ
ト
で
得
ら
れ
る
成
果

は
、
そ
の
足
し
算
で
は
な

く
掛
け
算
だ
と
指
摘
し
ま

し
た
。

近
年
の
公
立
図
書
館
の

傾
向
と
し
て
、
す
べ
て
の

世
代
が
利
用
で
き
る
環
境

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
様
々
な
住
民
の
居

場
所
と
し
て
の
機
能
や
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
促

進
す
る
施
設
と
し
て
も
機

能
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

現
図
書
館
の
課
題
と
し

て
は
、
狭
い
駐
車
場
、
手

狭
な
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
資

料
の
展
示
制
限
あ
る
こ

と
、
現
役
世
代
の
利
用
が

少
な
い
事
、
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

大
学
生
を
は
じ
め
、
図

書
館
に
関
わ
り
の
あ
る
12

人
の
委
員
全
員
が
発
言
。

・
不
登
校
の
生
徒
が
学
べ

る
場
を
。
教
育
の
多
様
性

が
少
な
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
子
達
に
も
支
援
で
き

る
よ
う
に
。

・
温
海
の
図
書
館
が
狭

い
。

・
分
館
と
本
館
を
つ
な

ぐ
、工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、

困
難
な
状
況
も
あ
る
。
今

ま
で
以
上
に
本
館
と
連
携

し
た
分
館
の
活
用
を
。

・
す
べ
て
の
人
の
居
場
所

に
な
る
基
地
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
。

・
郷
土
資
料
館
は
、
様
々

な
文
化
遺
産
、
古
文
書
な

ど
の
文
献
を
取
り
扱
う
専

門
の
施
設
だ
。
全
国
的
に

も
素
晴
ら
し
い
。
当
初
の

理
念
、
収
集
保
存
展
示
、

大
き
な
方
向
性
は
大
事
に

し
て
ほ
し
い
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
基
本
理
念
や
機

能
等
に
つ
い
て
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
検
討
し
、
来

年3

月
を
目
処
に
基
本
構

想
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。坂

本
昌
栄
、
長
谷
川
剛

両
市
議
が
傍
聴
し
ま
し

た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月18日入札分

・宮の下宝谷線道路改良工事（宝谷地内）（入札3業者）
(有)大滝組 5,400,000円（5,510,000円）工期～12/27（落札率98.00％）
・添川立谷沢線表層改良工事（添川地内）（入札3業者）
板垣建設(有) 5,600,000円（5,740,000円）工期～10/31（落札率97.56％）
・市道大泉橋一日市町線(一日市工区)電線共同溝工事（本町二丁目地内）（入
札6業者うち1業者辞退）
(株)佐藤組 113,000,000円（113,730,000円）工期～7/3/25（落札率99.36％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月18日入札分

・市朝日庁舎解体設計等業務委託（下名川字落合１番地ほか）（入札12業者う
ち1業者辞退）
(株)アックスクリエート 10,400,000円（11,080,000円）期間～7/1/24（落札率93.86％）
・市消防本部・消防署空調設備長寿命化工事（美咲町36番1号）（入札9業者う
ち1業者辞退）
青山工管(株) 15,500,000円（15,820,000円）工期～7/1/31（落札率97.98％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月19日入札分

・市公共下水道事業 雨水大山２号幹線新設工事（大山三丁目地内）（入札6業
者うち2業者辞退）
菅原建設(株) 71,880,000円（72,330,000円）工期～7/3/28（落札率99.38％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月17日入札分

・市集落排水事業 東栄地区処理施設電気設備改修工事（楪地内）（入札9業者）
荘内配電管工(株) 30,000,000円（31,390,000円）工期～7/3/26（落札率95.57％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月22日入札分

・城北町地内径100粍配水管更新工事その1（城北町地内）（入札8業者）
松田工業(株) 48,550,000円（49,550,000円）工期～7/1/31（落札率97.98％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
7月12日入札分

・市立荘内病院 駐車場棟２階床改修工事（入札7業者うち1業者辞退）
栄産業(株) 21,600,000円（21,800,000円）工期～11/29（落札率99.08％）
・市立荘内病院 中央監視室エアコン更新工事（入札7業者）
(株)板垣水道 4,100,000円（4,480,000円）工期～10/10（落札率91.52％）

合
は
、
県

％
、
市
町

55

45

％
と
し
、
市
町
の
内
訳
は
、

酒
田
市

・
９
％
、

26

鶴
岡
市

・
５
％
、

13

庄
内
町
１
・
８
％
、

遊
佐
町
１
・
５
％
、

三
川
町
１
・
２
％
で
す
。

機
能
強
化
に
関
し
て
は

国
際
系
の
学
部
新
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

歳
人
口
の
減
少
に
伴

18
い
、
大
学
進
学
者
数
は
減

少
局
面
に
突
入
し
、
公
立

化
だ
け
で
は
、
問
題
は
解

決
し
ま
せ
ん
。

進
学
者
確
保
と
地
元
就

職
率
の
向
上
の
た
め
に

は
、
「
公
益
」
に
ふ
さ
わ

し
い
、
庄
内
地
域
の
雇
用

と
産
業
政
策
の
再
構
築
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

県
と
２
市
３
町
と
の
合

意
が
前
日
行
わ
れ
、
令
和

８
（
２
０
２
６
）
年
４
月

に
公
立
化
を
目
指
し
、
設

立
法
人
と
財
政
負
担
割

合
、
機
能
強
化
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

設
立
団
体
は
、
県
と
既

存
の
一
部
事
務
組
合
「
庄

内
広
域
行
政
組
合
」
と
し
、

今
後
、
９
月
補
正
予
算
に

準
備
経
費
を
計
上
し
、
10

月
公
立
化
準
備
開
始
、
総

務
省
・
文
科
省
に
設
立
認

可
申
請
、
令
和
７
年
度
中

に
設
立
認
可
を
見
込
み
ま

す
。年

間
２
～
５
億
円
が
見

込
ま
れ
る
財
政
負
担
の
割


